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大
成
町
の
新
た
な
発
展
を
期
し
て
、
平
成
十
七
年
九
月
一
日
新
生
「
せ
た

な
町
」
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
二
年
久
遠
場
所
が
、
後
志
国
久
遠
郡
（
九
村
）
と
な
り
、
明
治
十
三

年
久
遠
・
奥
尻
・
太
櫓
・
瀬
棚
の
四
郡
役
所
が
久
遠
郡
に
設
置
さ
れ
、
同
時

に
戸
長
役
場
が
開
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
七
月
久
遠
村
・
貝
取
澗
村
が
合
併
し
、
大
成
村
と
な
り
、
昭

和
四
十
一
年
十
月
町
制
を
施
行
し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、 
高
邁 
な
識
見
の
も
と
、
時
代
の
大
き
な
苦
難
、
幾
多
の
難
行
を

こ
う
ま
い

乗
り
越
え
町
の
未
来
に
つ
い
て
、
議
論
を
重
ね
、
自
然
と
調
和
し
た
、
住
み

よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
戴
い
た
町
民
み
な
さ
ま
、
永
年
町
政
発

展
に
ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
、
多
く
の
先
輩
諸
氏
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

を
表
し
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
は
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
に
基
づ
く
住

民
自
治
の
確
立
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
生
活

圏
の
広
域
化
な
ど
、
社
会
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
時
代
背
景
に
あ
っ
て
、
わ
が
町
の
将
来
を
見
据
え
た
う
え
で
、
合
併
を

選
択
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
と
と
も
に
大
き
な
夢
の
あ
る
地
域
を
創
造

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
合
併
後
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

維
持
で
き
る
の
か
、
低
下
す
る
こ
と
が
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
最
大
の

心
配
事
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
と
使
命
の
重
大
性
を
痛
感
し
、

心
意
気
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
要
望
や
意
見
等
を
町
政
に
届
け
、
住
民
の
安
全
と
潤

い
の
あ
る
住
み
よ
い
「
せ
た
な
町
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
り
に
臨
み
、
町
民
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
と
新
生
「
せ
た
な
町
」

の
輝
か
し
い
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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平
成
十
七
年
八
月
三
十
一
日
、
先
人
達
が
築
い
た
大
成
町
百
三
十
六
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
九
月
一
日
大
成
町
、
瀬
棚
町
、
北
檜
山
町
の
三
町
が
合

併
し
て
、
新
「
せ
た
な
町
」
が
誕
生
し
ま
す
。

　

大
成
町
開
庁
（
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
た
明
治
二
年
）
以
来
、
明
治
、
昭

和
、
平
成
と
三
度
目
の
大
合
併
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
脈
々
と
続
い
て
き
た
大
成
町

の
歴
史
、
文
化
、
教
育
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
合
併
後
に
お

い
て
も
未
来
に
夢
の
あ
る
地
域
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
に
関
わ
る
歴
史
を 
繙 
く
と
、
今
か
ら
百
二
十
五
年
前
、
明
治

ひ
も
と

十
三
年
に
現
在
の
久
遠
小
学
校
が
大
成
町
学
校
の
始
ま
り
と
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
人
々
の
教
育
に
対
す
る
熱
意
に
よ
っ
て
小
学
校
は
も
と

よ
り
中
学
校
、
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
、
今
日
の
大
成
町
の
教
育
を
推
進
す

る
原
動
力
と
な
り
多
く
の
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

合
併
後
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
大
成
町
の
文
化
と
伝
統
を
継
承
し
、
更

な
る
人
づ
く
り
と
地
域
発
展
に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
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先
達
の
英
知
と
汗
で
創
出
し
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
郷
土

「
大
成
町
」
閉
町
に
あ
た
っ
て
！　

私
た
ち
は
、
長
い
間
「
大
成
」
と
い
う
響
き
を
生
活
の
糧
に
老
い
も
若
き
も

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　

わ
が
郷
土
の
生
い
立
ち
は
、
今
か
ら
三
百
年
前
の
宝
永
時
代
、
先
人
た
ち
は

未
来
に
夢
を
馳
せ
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
駆
開
拓
を
礎
石
に
、
大
地
に
新
た
な
協

働
の
鍬
を
入
れ
、
海
を
拓
き
、
集
落
を
構
え
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

明
治
二
年
八
月
、
久
遠
郡
は
一
郡
九
ヶ
村
（
長
磯
村
、
貝
取
澗
村
、
平
田
内

村
、
湯
ノ
尻
村
、
日
方
泊
村
、
三
艘
澗
村
、
一
艘
澗
村
、
上
古
丹
村
及
び
太
田

村
）
と
な
り
、
今
年
で
百
三
十
六
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

強
靭
な
体
躯
に
勤
勉
な
開
拓
精
神
が
根
を
お
ろ
し
、
一
生
懸
命
に
頑
張
る
人

を
応
援
し
、
結
果
の
見
え
な
い
こ
と
を
黙
々
と
や
り
抜
い
て
き
た
万
里
の
道
程
、

今
日
あ
る
大
成
町
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
幾
多
の
方
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
に
感

謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
い
た
し
ま
す
。

　

い
ま
、
時
代
の
変
遷
に
よ
り
大
成
町
は�
せ
た
な
町
大
成
区�
と
し
て
、
新

た
な
旅
立
ち
を
む
か
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
平
成
の
大
合
併
」・
・
・
大
成
町
の
歴
史
の
幕
が
閉
じ
て
も
、
こ
れ
ま
で
我

が
郷
土
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
の
偉
業
と
精
神
を
永
く
、
後
世
に
伝
え
、

日
本
海
に
輝
け
る
大
地
の
創
造
に
向
け
て
の
道
し
る
べ
と
な
る
こ
と
を
、
一
心

に
念
じ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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